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第6表　　マ　ット首水分と植付精度（昭．47）

項 目

首送

り型 式

マ ッ ト

水 分

欠　　　 株　　　 率 1 株 の 植 付 本 数 分 布

計 機 械 的 埋　 没 浮　 昔
平 均

本 数
1 本 植 2 本 植

5 一一

4 本

5 一・一

6 本

7 本

以 上

送 り爪 方 式

％ ％ ％ ％ ％ 本 ％ ％ ％ ％ ％

2 1．5 5．1 1．2 0．6 1．5 5，9 6．7 2 8．0 5 5．5 5 d．7 5．5

5 0．4 5．1 1．0 0．8 1．2 4 ．5 5．5 8．8 4 0．0 4 5．5 8．6

4 2．2 2．5 1．7 0 0．8 5．9 0 6．7 2 8．7 4 （～．d 2 0．D

に，ややマット水分が多くなると欠珠率が低く，1－

2本柏が少なくなる條向がみられる。

以上　中成首幾枚移植における植付精度の向上を図

るため，マット水分をやや高くすることによって，マ

，ト苗が作業ヰにつまり，1－2本梅を減少させる方

法として利用できる。また，播種量が少なく，苗立歩

合が低く，1株本数が少ない場合は，マット首水分の

多いものを用い，マ，ト首を％程度植えたとき片方に

移し，新しいマット宙を乗せて，A，B区部分で切取

り植えると1株本数が増えて，植付精度がよくなる。

なお，マット水分20％以下になるとマット昔が枯

れてくる。また，水分42％以上になるとマット首が

崩れて植付爪に重なり植付不能になりやすい。

田植機利用による水稲の移植方式に関する研究

第5報　稚苗移植稲の生育時期別雑草発生と生育収量との関係
＊　　　　　　　　＊＊　　　　　　　　＊

及川　俊昭・佐藤　昭介・鴇田　広身
（＊宮城県鳥試・＊＊宮城県農業普及課）

試験を実施したので，その結果を報告する。
1　ま　え　が　き

土付稚苗の機械化移植栽培において，雑草が稚苗移

植稲の生育収量に及ぼす影響を知ろうとし，イネの生

育時期別に雑草発生量を変え，昭45年より5カ年間

第1表　供　試　条　件

2　試　験　方　法

1　供試条件　（第1表）

2　供試品種：昭和45，44年；フジミノリ

年

次

区

鳳

区　　　　　　　　　　　　　　　　　 別
除草剤散布

手 取 り除 草 実 施 時 期 田植から

最終除草分　 け　つ 分　け　つ 分　 け　つ
の　 有　 無 始　 期

（＋15 日）

盛　 期
（＋50 日）

終　 期

（＋50 日）

ま で の

日　 数

昭

1q

11

雑草発生多 手　 取　 り 除　 草 無

ク　 分 けつ 盛 期 手 取 り 除 草 無　 散　 布 ○ ＊

○＊＊

5 1 日

和

45

12 ク　　　 分　け つ終 期 手　 取　 り　除 草 45 日

20 雑草発生少　 手　　 取　　 り　 除　 草　 無 （＋ 5 日）

○ ＊

○＊＊

5 1 日年 21 ク　　　 分 け つ盛　 期 手 取　 り　除 草 Ⅳエア粒剤

22 〝　　　 分　 け つ 終　 期 手 取　 り　除 草 400 乳／／a 45 日

昭

10

11

雑草発生多 手　 取　 り 除 草 無

ク　 分けつ始期 1 回 手 取 り除 草
無　 散　 布

⊂＼

○

○

15 日

12 ク　　　 分けつ盛期まで 2 回手取 り除草 ○ 50 日

和 15 ク　　　 分けつ終期まで 5 回手取 り除草 ○ ○ 50 日
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年

次

区

他

区　　　　　　　　　　　　　　　　　 別
除草剤散布

手 取　 り　除 草 実 施 時 期 田植から

最終除草分　 け　つ 分　け　つ 分　け　つ
の　 有　 無 始　 期

（＋15 日）
盛　 期

（＋5ロ日）

終　 期

（＋50 日）

ま で の

日　 数

44

年

20

21

雑草発生少 手 取　 り　 除 草 無

ク　 分けつ始期 1 回 手 取 り除 草
（＋ 5 日）

C 上は 粒剤

400 才／a

○

○

○

15 日

22 ク　　　 分けつ盛期まで 2 回手取 り除草 ○ 50 日

25 ク　　　 分けつ終期まで 5 回手取 り除草 ○ ○ 50 日

昭

和

45

年

10

11

雑草発生多 手 取　 り 除 ． 草 無

ク　 分けつ始期 1 回 手 取 り除 草
無　 散　 布

○

○

○

15 日

12 ク　　　 分けつ盛期まで 2 回手取 り除草 ○ 5〕日

15 ク　　　 分けつ終期まで 5 回手取 り除草 ○ ○ 50 日

14 標　　 準　　 除　　 草　　 体　　 系
（－5日）誌 P ㌍ （＋20日）≡品訪 碓 剤

20 日

注．1）○手取り除草実施印　　2）（　）内は田植前後日数

5）＊…・（＋51日）　　＊＊・‥・（＋45日）

4）昭和45年はヒルムシP発生多かったので，7月5日に全区にゲザガード粒剤500才／a散布した。

昭和45年；トヨニシキ

5　供試苗：箱当たり250才（乾籾）播．電熱育苗

器＋ビニールトンネル青首2．0－2．5菓首。

4　本田施肥：昭和45，45年a当たり封，P205，

E20各800才，昭和44年a当たり封，P205，

E20各700才。

5　代かき：自動耕転機利用，昭和45年；5月15日，

昭和44，45年5月8日。

d　田植：昭和45年；5月17日，昭和44年；

5月15日，昭和45年；5月12日。ヤン＝マー

℡P－2A型田植機利用，55（フの×14（●詔（21．6

株／7㌦）。

7　供試圃場：宮島試圃場，沖篇層，埴壌土，減水

深0．5C皿／日。

る　試験結果および考察

雑草発生程度は第2表のとおりで，昭和45年はそ

れぞれの時期とも雑草の発生が多い区に比べ，Nエア

粒剤処理により雑草の発生が少ない区は約％の雑草発

生量で，両区に明らかな差を生じた。昭和44年のC

NP粒剤処理により雑草の発生が少ない区の雑草発生

量は，各除草時期の手取り除草無区との比較で明らか

なように，雑草発生が多い区の15～58％の発生量で，

その区間差はかなり拡大された。また，各除草時期の

手取り除草回数による差も，各時期とも明らかな差を

生じた。昭和45年も各除草時期とも明らかな差を生

じ，また，標準除草体系区の除草効果も良好であった。

以上のとおり，各年次ともイネの生育時期別に対する

雑草発生量は，明らかな差を与えることができた。

イネ生育については，y工P粒剤およびC Nf粒剤

を処理した雑草の発生が少ない区は，いずれの除草時

期もおおよそ正常な生育であった。しかし，除草剤を

処理しない雑草の発生が多い区の場合は，昭和45年

では遅く除草した区が生育押倒され，これが第5表の

とおり成熟期の程長，穂長にまで影響した。昭和44，

45年では手取り除草しても再生する雑草が多かった

ため，除草回数が少ない区ほど生育が抑制された。

玄米収量は第5表のとおり，昭和45年は雑草の発

生が少なく，しかも移植後早い時期に除草した区ほど

収量が高くなった。雑草の発生が少ない分けつ紬に除

草した区に比べ，雑草の発生が多く手取り除草をしな

い場合は50％近く減収し，分けつ終期の除草でも加

％減収した。しかし，雑草の発生が少ない場合は，手

取り除草をしない場合でも10％以下の減収にとどま

り，分けつ終期ころに除草すれば，収量にはほとんど

影響しないようである。昭和44年は雑草の発生が少

なかった区では各区とも収量が高い。これに比べて雑

草の発生が多い区では，手取り除草をしない場合は穂



東　北　農業研　究　第15号　（1974）　　　　　　　　　125

第2表　　各除草時の雑草発生状況（7㌦当たり）

年　　 次 除　 草 時 期 区　 鳳 ノ　 ビ　 ェ
カ ヤ ツ リ

グ サ 科
広　　 葉 マ ツ パ イ 合　　 計 同 左 比 率

昭 和 4 5 年

分 け つ 盛 期

（＋ 5 1 日 ）
1 0．12

2 0．2 2

タ ダ チ タ ダ

5 5 ．5

14 ．8

％

1 0 0

4 5．8

分 け つ 終 期

（ ＋ 英 日 ）

1 □

1 1

2 0

2 1

4 ．5 5．4 4 2 ．0 5 5 ．8 8 5 ．7 1 0 0

2 ．4 0，1 2 2 ．8 18 ．8 4 1．9 4 8 ．9

昭 和 4 4 年

門 ；譜 習 10 ム ム 少 中 1．6 10 0

2 0 ム ム ビ 少 0．5 18 ．8

分 け つ 盛 期

1 0 0 ．2 ム 14 ．9 1 9 0 5 4 ．1 1 0 0

1 1 ム ム 4 ．5 4 ，1 8 ．4 2 4 ．8

（＋ 5 0 日 ） 2 0 0．0 ム 8 ．7 4 ．4 5 ．1 1 5 ．0

2 1 0．0 ム 0 ．2 1．5 1．5 4 ．4

分 け つ 終 期

1 0 4 ．5 1 1．8 5 1．7 4 4 ．7 1 1 2 ．5 1 0 0

1 1 ム 5 ．4 5 4 ．7 5 0．5 8 8 ．4 8 0 ．8

1 2 ム 1，0 父 8 7 4 1 8 ．2 16 ．2
（＋ 5 0 日 ）

2 0 ム 2 ．6 12 ．4 2 5 ，2 5 8 ．2 5 4 ．8

2 1 ム 0 ．4 父 9 1 2 ．9 2 5．2 2 0 ，8

2 2 ム ム 1．5 0．2 1．5 1．5

昭 和 4 5 年

門 完 管 習 1 0 8 ．1 ム 0．5 1．8 2 ．4 1 0 0

1 4 ム ム ム ム 0

分 け つ 盛 期

（＋ 5 0 日 ）

1 0 1 1．9 ム 5 ．8 ス 5 2 4 ．8 1 0 0

1 1 0 ．0 ム 1．2 2 ．5 5．7 14 ．9

14 0．5 ム 0．0 5 ．7 4 ．0 16 ．1

分 け つ 終 期

1 □ d R 5 0．5 14 ．0 1°．4 1 0 0 ．4 1 0 0

1 1 1．5 0．5 4 ．7 1 5 ．4 2 0．7 2 0 ．8

（＋ 5 0 日 ） 12 0．7 0 ．4 1．9 ム 1 9 1 R l

1 4 2 ．8 ム ム ム 2 ．8 2 ．8

出 穂 直 前

（＋ 8 0 日 ）

1 0 2 0 8 ．D 5 ．4 5 2 ．5 14 ．6 2 5 8 ．5 1 00

1 1 4 5 ．8 5 ．5 8 ．8 18 ．8 7 2 ．5 2 8 ．0

12 0 ．1 1．7 4 ．5 10．9 1ス 0 占．d

15 ム 0．0 1．4 ム 1．4 0．5

14 0 ．7 ム ム ム 0 ．7 0．5

注．1）除草時期（）内数字は田植後日数を示す。

2）各除草時期に上げた区以外の区は，その時に発生雑草を完全手取り除草した。

第5表　　生育および収量調査

年

次

区

鳳

出穂 勘
倒 伏

程 度

成 熟 期 に お け る 〝㌔当 た り
有 効 茎

歩 合

総　 頴　 花　 数
豊 熟

歩 合

8 当 た り収量
玄 米

千 粒 重

　 1

梓　 長 穂　 長
最 高

茎 数
穂　 数

1 穂

当 た り
げ当たり 玄 米 重 比　 率

昭
10

月　 日

ム

C孫 C詔 本 本 ％ 粒 ×1J〕0 0枚　　 ％ 辱 ％ グ

8．5 70．8 1鼠5 5 4 2 188 4貸1 74．0 12．4 98．4 28．4 56 25．0

和

45

11 8．5 ム 89 5 1父8 5 78 5 02 8 8．5 77 1 25．5 9 1．5 4 7 5 9 4 22．2

12 8．4 ム 8 1．9 1R d 5 4 7 28 7 7°．9 74．8 20．0 92．5 40．8 8 0 22．5

20 8．4 ム 8 8．0 1R d 55 5 285 8 0．5 76．9 2 1．9 9 5．5 48．2 9 1 22．6

年 2 1 8．8 ム 95．2 1鼠5 58 2 528 9 0．6 7Z l 25．5 8ヱ1 50．7 （10 0） 22．5

22 8． 5 ム 9 1．2 1R 7 5 56 295 8 2．9 7R d 25．5 8貸8 5 0．5 99 22．5

昭

和

44

10 8．8 ム 88．8 18．5 557 24 4 68．5 5免5 14．5 88．8 2 Z d d O 22．0

11 8． 7 ビ 95．1 17 9 4 58 508 dス5 88．4 2 1．1 87 7 5免8 8 7 22．1

12 8．8 少 9 4．0 18．8 45 1 5 59 7R d d R 8 25．1 84．5 44．5 97 2 1．6

15 8．10 中 97二2 1R S 5 1 1 420 8 2．2 7 1．4 5 0．0 80．8 45．8 （10 0） 20．9

2 0 8．8 中 9ヱ4 18．8 54 5 407 74．7 7 0．2 28．8 80．5 4 8．8 10 2 21．0

年
2 1 8．9 中 102．0 用 5 548 409 7 4．9 72．9 2鼠8 77 2 4 8．0 105 2 1．1

2 2 8．10 中～多 100．7 1鼠2 56 8 447 7R D 75．5 52．8 74．5 4 8．0 105 20．7

2 5 8．10 中′－多 102．2 1鼠1 6 15 457 74．6 75．7 55．7 7 1．5 47 9 105 21．1

昭

和

45

10 8．6 ム 75．9 16．8 5 16 25 1 4 8．8 44．9 11．5 9 1，5 25．2 44 2 1．2

11 8．8 ム 85．5 18．0 80 1 595 4又 1 52．8 2 0．7 92．4 4 2．7 7 5 2 1．8

12 8．8 ム 84．7 鳩．1 8 15 456 56．1 58．2 25．8 88，4 4鼠0 8d 21．7

年 15 8，1 1 少 8鼠0 17 9 9 74 57 2 5 8．7 85．8 5 7 7 75．9 57 1 （10 0） 2 1．0

14 8．11 少 8 7 0 17 9 8 40 584 87 1 6 4．5 5 8．4 78．7 5Z D 10 0 21．0
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揃いが悪く，穂数も不足し，雑草の発生が少なく分け

っ終期まで5回除草した区に比較し，40％減収した。

しかし，雑草の発生が多くとも分けつ始期1回除草で

15％，分けつ盛期まで2回除草で5％程度の減収に

とどめることができた。昭和45年は供試品種がトヨ

ニシキ，それに雑草発生の多い区だけを設けて試験し

た結果，分けつ終期まで5回除草した区に比べて，手

取り除草をしない場合は50％以上，分けつ始期1回

除草区では25％，分けつ盛期まで2回除草した区で

は15％の減収であった。標準除草体系区は分けつ終

期まで5回除草した場合と同収量であった。

5
0
4

0
卸

ア
ー
ル
当
た
り
玄
米
収
量
（
毎
）

20　　　　　　　　　　　30

m2当たり絵穎花数（103粒）

第1図　頴花数と玄米収量との関係

以上のように，玄米収量は除草剤を処理しない雑草

発生多区および，除草時期が遅く，しかも除草回数の

少ない，いわゆる雑草発生量が多い区ほど減収が著し

い。これは第1馴こ示したとおり，玄米重は総頴花数

の不足が大きく影響して減収している。第5表から，

1穂親花数は雑草の発生量によっても多少減少してい

る。穂数は雑草の発生が多い区はど最高分けつ期の茎

数少なく，また有効茎歩合も低下し減少した。したが

って総頴花数は1穂頴花数と穂数によって決定される

が，本試験での総頴花数の不足は，1穂頴花数の減少

よりも穂数に大きく支配された。穂数はyエア粒剤，

CNP粒剤で処理した雑草の発生が少ない区の場合は，

分けつ発生にもあまり大きな影響がなく，ある程度確

保された。雑草の発生が多い場合は手取り除草をしな

い場合は分けつ発生が抑制されるが，分けつ始期頃に

1回除草するだけでも，分けつの発生はほぼ支障なく

行われる。しかし，その分けつ茎の有効化率を低下さ

せ穂数を減少させる傾向がうかがわれる。豊熟歩合に

ついては総説花数に逆比例しているが，頴花数はそれ

ほど多くないので，むしろ倒伏の影響が大きいものと

思われる。

以上のことから，土付椎苗の機械化移植栽培におい

て，雑草は種苗移植稲の分けつ発生と，分けつ茎の有

効化を抑制することが明らかであり，また，雑草は，

1穂頴花数も減少させるが，それ以上に穂数の減少が

大きく影響して減収することが明らかとなった。

参考　文献　省　略

推苗移植水稲の分けつ切除による生育調整について

佐々木　孝．武田昭苦高橋周等

（∴書芸是霊芝雪男書芸）

ま　え　が　き

稚苗機械移植水稲の生育特性として過剰な分けつの

発生，茎の繊細化とそれに伴う倒伏現象が上げられ不

安定な生育をたどることが少なくない。これが解決の

ため栽培管理の面から施肥や水管理，生育調節剤など

によって調節できる努力が必要であり基礎的資料が望

まれている。

成首移植水稲について茎や葉を除去した報告は橿調，

佐藤，中村および三本などによって明らかにされてい

るが，椎首水稲【羊ついては少ないので本試験の籍果概

要を報告する。


